
道路交通法（抜粋） 
昭和三十五年六月二十五日法律第百五号 

 
（臨時認知機能検査等） 

第百一条の七 公安委員会は、七十五歳以上の者（免許を現に受けている者に限る。）が、
自動車等の運転に関しこの法律若しくはこの法律の規定に基づく命令の規定又はこの法律
の規定に基づく処分に違反する行為のうち認知機能が低下した場合に行われやすいものと
して政令で定める行為をしたときは、その者が当該行為をした日の三月前の日以後に第九
十七条の二第一項第三号若しくは第五号、第百一条の四第二項又はこの条第三項の規定に
より認知機能検査等を受けた場合その他臨時に認知機能検査を受ける必要がないものとし
て内閣府令で定める場合を除き、その者に対し、臨時に認知機能検査を行うものとする。 

２ 公安委員会は、前項の規定により認知機能検査を行おうとするときは、内閣府令で定め
るところにより、認知機能検査を行う旨を当該認知機能検査に係る者に書面で通知しなけ
ればならない。 

３ 前項の規定による通知を受けた者は、当該通知を受けた日の翌日から起算した期間（認
知機能検査等を受けないことについて政令で定めるやむを得ない理由のある者にあつて
は、当該期間から当該事情の存する期間を除いた期間）が通算して一月を超えることとな
るまでに、認知機能検査等を受けなければならない。 

４ 公安委員会は、前項の規定により認知機能検査等を受けた者が、当該認知機能検査等の
結果、その者が当該認知機能検査等を受けた日前の直近において受けた認知機能検査等の
結果その他の事情を勘案して、認知機能の低下が自動車等の運転に影響を及ぼす可能性が
あるものとして内閣府令で定める基準に該当するときは、その者に対し、第百八条の二第
一項第十二号に掲げる講習を行うものとする。 

５ 公安委員会は、前項の規定により第百八条の二第一項第十二号に掲げる講習を行おうと
するときは、内閣府令で定めるところにより、同号に掲げる講習を行う旨を当該講習に係
る者に書面で通知しなければならない。 

６ 前項の規定による通知を受けた者は、当該通知を受けた日の翌日から起算した期間（講
習を受けないことについて政令で定めるやむを得ない理由のある者にあつては、当該期間
から当該事情の存する期間を除いた期間）が通算して一月を超えることとなるまでに、第
百八条の二第一項第十二号に掲げる講習を受けなければならない。 

… 
（臨時適性検査等） 

第百二条 公安委員会は、第九十七条の二第一項第三号又は第五号の規定により認知機能検
査等を受けた者で当該認知機能検査等の結果が認知症のおそれがあることを示すものとし
て内閣府令で定める基準に該当するもの（以下この条において「基準該当者」という。）



が第八十九条第一項の免許申請書を提出したときは、その者が当該認知機能検査等を受け
た日以後に次の各号のいずれかに該当することとなつたときを除き、その者が第九十条第
一項第一号の二に該当する者であるかどうかにつき、臨時に適性検査を行い、又はその者
に対し公安委員会が指定する期限までに内閣府令で定める要件を満たす医師の診断書を提
出すべき旨を命ずるものとする。 
一 この条（第五項を除く。）の規定による適性検査（第四項の規定によるものにあつて

は、その者が第百三条第一項第一号の二に該当することとなつた疑いがあることを理由
としたものに限る。）を受け、又はこの項から第四項までの規定により診断書（同項に
規定する診断書にあつては、その者が同号に該当するかどうかを診断したものに限
る。）を提出したとき。 

二 認知機能検査等を受け、基準該当者に該当しないこととなつたとき。 
２ 公安委員会は、第百一条の四第二項の規定により認知機能検査等を受けた者が基準該当

者に該当したときは、その者が次の各号のいずれかに該当するときを除き、その者が第百
三条第一項第一号の二に該当することとなつたかどうかにつき、臨時に適性検査を行い、
又はその者に対し公安委員会が指定する期限までに内閣府令で定める要件を満たす医師の
診断書を提出すべき旨を命ずるものとする。 
一 当該認知機能検査等を受けた日以後に前項各号のいずれかに該当することとなつたと

き。 
二 次項の規定による適性検査を受け、又は同項の規定により診断書を提出することとさ

れているとき。 
３ 公安委員会は、前条第三項の規定により認知機能検査等を受けた者が基準該当者に該当

したときは、その者が当該認知機能検査等を受けた日以後に第一項各号のいずれかに該当
することとなつたときを除き、その者が第百三条第一項第一号の二に該当することとなつ
たかどうかにつき、臨時に適性検査を行い、又はその者に対し公安委員会が指定する期限
までに内閣府令で定める要件を満たす医師の診断書を提出すべき旨を命ずるものとする。 

４ 前三項に定めるもののほか、公安委員会は、運転免許試験に合格した者が第九十条第一
項第一号から第二号までのいずれかに該当する者であり、又は免許を受けた者が第百三条
第一項第一号から第三号までのいずれかに該当することとなつたと疑う理由があるとき
は、当該運転免許試験に合格した者又は免許を受けた者につき、臨時に適性検査を行い、
又はその者に対し公安委員会が指定する期限までに内閣府令で定める要件を満たす医師の
診断書を提出すべき旨を命ずることができる。この場合において、公安委員会は、第八十
九条第一項、第百一条第一項又は第百一条の二第一項の規定により提出された質問票の記
載内容、第百一条の五の規定による報告の内容その他の事情を考慮するものとする。 

５ 第一項から前項までに定めるもののほか、公安委員会は、道路における危険を防止し、
その他交通の安全と円滑を図るため必要があると認めるときは、政令で定めるところによ



り、免許を受けた者について、臨時に適性検査を行うことができる。 
６ 公安委員会は、第一項から前項までの規定により適性検査を行おうとするときは、あら

かじめ、適性検査を行う期日、場所その他必要な事項を当該適性検査に係る者に通知しな
ければならない。 

７ 前項の規定により通知を受けた者は、通知された期日に通知された場所に出頭して適性
検査を受けなければならない。 

８ 前各項に定めるもののほか、第一項から第五項までの規定による適性検査について必要
な事項は、内閣府令で定める。 


